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わが凶における精神保健医療福祉のあり方を「入院医療中心から地域年泊中心へjという恭本的

な方策を推し進めるためには，包括的な地域午前支援体制lの充実が求められる。本稿では，科学的

証拠に基づく実践 (Evidence-BasedPractices : EBP)として注目されている「包括型地域生活支援

プログラム (AssertiveCommunity Treatment : ACT) J， I伺別職業紹介とサポートによる援助付き

尿川プログラム (lndividualPlacement Support Program : IPS) Jにおける凶外の研究動InJについて

宅写土型した。
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1 問題の所在

わが国では， i入院医療rjl心から地域ll'活中

心へ」と移行することを現実化させ，利川者の

QOLを高めるための包括的な地域住活支援の充

実とそれを支える支援方法の開発が求められて

いる。しかし地域精神医療の役割は退院後の

維持治療や生活支援の範聞を超えるところは少

なく，障害者の就労移行に向けた技術・システ

ムは多様な}f法で実践されているとは言い難い

状況である。現段階では，就労支援と生活支援，

さらに医療までも一体的に提供するシステムと

して，初回相談，アセスメント，就労準備，

フォローアップなと 」速の就労支援を行って

いる例はほとんどないのが現状である。地域生

i目iQr'L、へと移行することに対して先行する米国

では，重症精神障害者のための「包括型地域生

活支援プログラム (AssertiveCommunity Treat-

ment: ACT)Jが開発されている。 ACTとは，同Ii:
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い精神疾忠を抱えることで頻凶入院や長期入院

を余儀なくされていた人々が病院の外でうまく

暮らし続けていくように，さまざまな職種の専

門家から構成されるチームが援助するプログラ

ムである(西尾 2004:13)。また，働くことを合

む地域性活を可能にし地域の社会資源の調整

だけでは解決できないと想定される東症精神障

害者を対象に「個別職業紹介とサポートによる

援助付き雇用プログラム OndividualPlacement 

Support Program : IPS) Jが開発されている。こ

れは，精神保健プログラムである ACTを踏まえ

ながら援助付き雇用の方法を取り込み，クライ

アントの就労へのニーズに応え展開させたもの

である。重い症状，就労経験の乏しい人，一般

}屋川への職業準備性が未維立な人など，すべて

の一般雇用に関心を示す人を対象としている。

このようなACT/IPSは，科学的証拠に基づく実

践(Evidence-BasedPractices : EBP)プログラ

ムの一つに位置づけられ，米国連邦保健省薬物
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依存・精神保健サービス部の主導により EBP

ツールキットとして， [li[際的に最も注目されて

いる援助モデルである。

2 国外における研究動向

1960年代後半，精神障害者の地域住活支援の

H法を検討するため，米国のウイスコン州マ

デイラン市メンドータ州立病院において，アー

ノルド・マークス博士， レオナード・スタイン

医学|専ヒマリー・アン・テスト臨床心理学博

1:らによる研究ユニットが立ち上がった。その

目的は，病棟閉鎖を行い，退院する精神障害者

の地域ケアを多職種チームで集中的に行う心理

社会的介入プログラムにおける無作為化比較試

験による評価研究であった。そして， 1972"'1'， 

ACTの原型である「地域生活トレーニング

(Training in Community Living : TCL) Jモデル

の援助を受けたものは，対照群に比べて入院期

間が短縮し， QOLや社会生活機能，サービス満

足度が高かったことを報告している (Steinら:

1980: 392-397) 0 1974年には，米国精神医学会

のGoldAchievement Awardを受け， I地域生活

訓練は革新的な地域トリートメントプログラム

で，このプログラムがなければ病院でケアを受

けていただろう人々が，家族にケアのi'!担を転

嫁することなく，地域 l分生活できることを実

証したjと紹介されている (Dixon2000: 759-

765)0 ACTの実践は1990年代に入ってようやく

広がりを見せはじめ， 2001年，全国州政府精神

保健プログラム責任者連合研究所 (NASMHPD-

Rl)がゴサ|、ほ対象に行った実施調査によると，

!日|答のあった47州のうち411十|でACTか同様な集

中的なケースマネジメントプログラムを実施し

ている (NASMHPD-Rl:2001)。

一方IPSは，米国を中心に1990年代初めに開

発された新しいタイプの職業リハビリテーシヨ

ンモデルであり，就労定着率の1{I]Lや就労継続

期間の増加などの効果が証明された EBPとし

て， 2004年の CochraneReviewでもその有効性

が明らかにされている。現在，連邦政府保健省
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薬物依存・精神保健サービス部が主導する 6つ

(①疾忠管理とリカバリープログラム(IMR)，⑨ 

精神科服薬管理プログラム，③包括型地域生活

支援プログラム (A:口)，④家族心理教育，⑤援

助付き雇!日(IPS)，⑥統合的重複障害治療)の

代表的なツールキット ISupportedEmployment 

Workbook Revised 2006Jとして，普及活動が始

まったところである。

3 研究文献

1. 研究図書

研究図書として， Drakeら(2005)は，重い精

神障害者の処遇のための科学的根拠に息づく実

践アプローチの方法として， mvidence-Based 

Mental Healtl-l， Practicejを発刊し介入科学に

おける研究の重要性と科学的根拠に基づく実践

のあり方について説明している。なかでも， 1経

史的背民実践の原則，および実施への}評論を

提供し症例はスタップと当事者の経験を浮き

)~J; りにしている。また， Beckerら (2003)は，

1993年の改訂版として， rA working life for 

people with severe mental illnessjを発刊しリ

カバリー指向のアプローチのための論均的根拠

について説明している O そして， Fordら(1995)

は， rproviding employment support for people 

with long-term mental i11nessjのなかで.援助

付き雇用は一般的なアプローチとして，新たな

支援制去の必要性について論究する研究図書を

発刊している。

2. 研究論文

研究論文として，援助付き雇用の訓練時期lに

ついて， Bondら(1995:91-111)は，重い精神

障害をもっ人たちに対する援助付き版mを早期
に行うことは，職業前訓練の不卜分さから一般

就労率を上げることにつながらず有効でないこ

とを示唆する論文を発去している。 [riJじく Bond

ら(2001:489-501)は 1[:.1舌の質の向上と雇川Jの

関係について市主催JI1を継続的に行っている

人は，失業している状態の人と比べ，精神症状
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に対する安定度が高く日尊心を保ち，就労する

が生活の質の向 1'，につながることを論じている。

一方，職業選択の必要性について， Muserら

(2001: 411-417)は，これま'での職業経験や職能

に応じた仕事に就くことが定着性を高めること

につながるのではないかと言及し MacDonald

ら (2002:35-50)は，その定着性について，合

判的な調整が必要であるという前提を付け，一

般的に用いられている精神疾患をもっ当事者に

提供される調整機能のポイントは，職場におけ

る障害開示を行うことにより，当事者・に適，した

職場環境を作る重要な視点であることを論じて

いる。これらを包括的，総合的に捉えたケアマ

ネジメントのf見，点として， Cookら (2001:1075-

1080)は，精神障害をもっホームレスの人たち

へのケアマネジメントやアウトリーチサービス

が，単独で就労率を増加させるわけではなく，

ターゲットとされた職業紹介サービスを一連の

支援の段階で継続的に支援することが重要で

あることを論じている。そして， McGurkら

(2007: 437-441)は，精神障害者の就労支援を

同るとき，認知障害が大きく影響するため，当

事者，家族，事業主に18Jけた対処を組み込むこ

とがケアマネジメントのポイントであると論じ

ている。

このような援助付き雇用によみ支援方法を，

専門職集団の中でより広範に普及するためには，

科学的なプログラム評価やサービス者及研究が

望まれるが， Lehmanら0998:11-23)は.当事

者の25%未満がトリートメントプランにおいて，

何らかの職業上の目標を持っていたことを示唆

する報告をしている。また， Salyersら (2004)

は，援助付き雇用の調査?研究として，多くは短

期間(18-24ヶ月間)であることを報許し実

際の支援経過を長期的に判断するデータの蓄積

が少ないことを示唆する論文を発衣している。

また， Bondら 0997:335-346)は， 1997年現在

の援助1Jき雇用に関する文献と， EBPプロジェ

クトによる 6つの無作為化比較試験の特徴につ

いて紹介している。さらに， Cook (2006: 139ト
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1405)は， IPSがエビデンスのある就労支援とし

て広く認知lされるには，医療と就労が統合した

サービスが展開される実践を通して，それが一

般化するまでの実践と研究の積み承ねが不十分

であることを言及している。こうした研究の積

み重ねから現在では， ACT/IPSおよび集中的ケ

アが提供されるケアマネジメントに関する研究

は， EBPを有する支援方法の開発に入ってきて

いる。

3. 研究テーマ

米国を中心にACTの発展と普及を目的に設

立された「アメリカ ACT協会ACTA(Assertive 

Community Treatment Association) Jは， 1984 

年以降，年次研究集会を開催している。 2008年

度は， 124 th Annual Assertive Community Treat-

ment ConferenceJが開催され，オープニングの

悲調講演では.ACTの創設であるウイスコンシ

ン大学，マジソン医科大学のレオナルド・スタ

インが 1A System of CareJと題して，統合化

されたサービスシステムの必要について再確認

の意味を込めた講演を行った。

会議では，次のような議題のワークショップ

が行われている。①ACTの業務に関する研究と

して， Michael Sは. 1 ACT System ForumJと

題して. ACTの組織化，資金調達，プロパイ

ダーの許可， EBPの業務，モニタリングプログ

ラム，ネットワークなどACTサービスの展開の

社}jについて報台している。 RandyEstesは，

IMotivational Interviewing for ACTTeamsJと題

して，動機付け，面接.EBPなど基本的な技術

の重要性について発表している。②EBPに関す

る研究として， J ohn Freemanは. 1 Cognitive司

Behavioral Therapy -Can ACT Workers Make 

aDi汀erence?Jと題して，実践のなかで展開する

EBPについて試論を述べている。 JohnBennie 

は， 1百leFamily Psycho-Education ModeUと

題して，京い精神障害を持つ利Jtj者の家族に対

する教育プログラムが， EBPを有する研究であ

ることを提示している。③専門職から見た支援



人間福祉研究第7号， 2009 

jj法に関する研究として， Neil Harbusは，

IHousing First: Consumer Choice in Housing 

and TreatmentJと題して，病院のスーパーノtイ

ザーの視点から ACTチームによるホームレスと

住宅問題に対する支援効果について報白してい

る。また， Marlene Cottonは， IThe ACT Nurse; 

Are You Part Of the Team? Jと題して， ACTの

看護師としてチームにおける役割と支援のポイ

ントについて説明している。④支援プログラム，

モニタリングの方法に関する研究として， Lia 

Hicksは， IMonitoring Fidelity of ACT Imple-

mentation Using the DACfSJと題して，ダート

マスのACTスケールとモニタリングプログラム

を始動させることため， 28項Uからなるプログ

ラムの援助構造・援助機能を測定する方法につ

いて提案している。特に，第三者の立場にある

評価者が，記録の確認やチームミーティングの

観察，同行訪問による観察，チームリーダー，

利用者・家族に対する 5段階評価の視点を提示

している o Christopher Welshは， IDo Medica-

tions Treating Nicotine and Alcohol Dependence 

Work?Jと題して，薬物療法を行っている人に

何をモニターするべきか論じるための私見を報

告している。 LizSundquistは， IUsing DBT 

Effectively within the PACT ModeUと題して，

境界性人格障害，薬物依存，自殺未遂をくりか

えす重症のうつ病の方にもつかわれている弁証

法的行動療法(DialecticalBehavior Therapy) 

におけるダイアリーカードとワークシートの利

用方法について発表している (AssertiveCom-

munity Treatment AssoCIation: 2008)。

4 今後の課題

米同の ACT/IPSは，脱施設化が進行し，ほほ

完了した後，新たな支援システムとし実践を責

ねているが，わがmは脱施設化が始まった段階
であり，このモデルを導入することが適切であ

るかを検討する段階である。 ACT/IPSの導入に

ついて伊藤 (2003:406-411)は， I①精神障害者

と家族との同居が多い，②1ヶ月程度の急性期

入院治療は確保できる，③病床削減の施策と平

行して導入となる，④主治医・患者関係が医療

の軸として存在するところへの導入となる， と

いった我が同の特徴にあわせたACTの機能の修

正が必要」と首及している。とはいえ.地域精

神保健医療に同住から就労まで多様なサービス

が期待されているなか， ACT/IPSは，訪問看護

サービスの利用やジョブコーチによる職場での

集中的支援などを含めた訪問による支援方法と

して，わが同の社会環境に適したシステムを開

発する画期的なモデルであり検討する価値は高

いといえる。

本稿は，平成20年度文部科学研究費補助金(前牙

研究) 課題番i19653058の交付を受けて行った研究

成米の一部である。
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